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    ◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

１
１

月
１

２
日

 
( 日

)  
快

晴
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
児

嶋
道

夫
、
濱

野
兼

吉
、
山

川
治

雄
、
畑

林
清

子
、

大
江

加
代

子
、
生

熊
千

満
子

、
上

村
洋

司
・
和

美
、
竹

中
卓

治
、

 

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１

１
名

。
 

 

当
初

の
予

定
で

は
「

持
経

宿
・
平

治
宿

へ
の

台
風

2
1
・

2
2
号

に
よ

る
被

害

把
握

と
復

旧
の

点
検

巡
視

」
だ

っ
た

が
、

青
木

さ
ん

が
1
1
/4
～

1
1
/5
に

ゲ
ー

ト
か

ら
歩

い
て

巡
視

し
、

両
小

屋
と

水
場

に
異

常
は

無
い

が
、

林
道

の
復

旧

が
人

力
で

は
難

し
い

と
の

報
告

が
あ

っ
た

。
 

そ
こ

に
大

日
岳

山
頂

の
大

日
如

来
座

像
が

台
座

よ
り

転
落

し
て

い
る

こ
と

、

前
鬼

か
ら

太
古

ノ
辻

ま
で

の
登

山
道

が
倒

木
で

塞
が

れ
て

い
る

こ
と

が
ネ

ッ

ト
掲

載
及

び
高

槻
市

・
菅

原
氏

か
ら

連
絡

が
あ

り
、

急
遽

予
定

を
変

更
し

、

前
鬼

か
ら

大
日

岳
ま

で
の

巡
視

と
な

っ
た

。
 

午
前

８
時

に
小

仲
坊

集
合

と
の

事
か

ら
午

前
５

時
に

家
を

出
る

。
さ

す
が

に
こ

の
時

間
帯

は
、

通
行

量
が

極
端

に
少

な
く

、
午

前
７

時
半

に
小

仲
坊

に

到
着

、
五

鬼
助

さ
ん

に
ネ

ッ
ト

で
見

つ
け

た
大

日
岳

山
頂

の
大

日
如

来
坐

像

の
写

真
を

見
て

頂
き

、
皆

の
到

着
を

待
っ

た
。

 

新
宮

６
時

１
０

分
発

、
七

里
御

浜
海

岸
か

ら
雲

の
な

い
水

平
線

か
ら

顔
を

出
し

た
日

の
出

を
見

な
が

ら
、

山
川

氏
宅

に
立

寄
り

、
熊

野
市

飛
鳥

盆
地

の

朝
霧

の
漂

う
中

を
走

行
し

、
前

鬼
林

道
ゲ

ー
ト

前
で

合
流

し
た

竹
中

氏
を

乗

せ
、
８

時
前

に
川

島
車

( 児
嶋
・
大

江
・
畑

林
・
生

熊
同

乗
) 、

上
村

車
( 山

川
・

竹
中

氏
同

乗
) が

到
着

し
て

全
員

が
揃

っ
た

。
 

本
日

の
作

業
予

定
等

を
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
す

る
。

 

午
前

８
時

に
登

り
始

め
て

１
０

分
後

、
早

く
も

倒
木

が
横

た
わ

っ
て

い
た

。
 

山
川

さ
ん

が
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
で
切
除

、
上

の
方

で
も

川
島

氏
の

チ
ェ

ー
ン

ソ
ー

の
音

が
聞

こ
え

て
、
先

行
メ

ン
バ

ー
も

倒
木
処
理

を
し

て
い

る
こ

と
が

判
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

紅
葉

の
不

動
七

重
の

滝
 

 
 

小
仲

坊
か

ら
登

山
開

始
 

 
1

0
分

ほ
ど

で
最

初
の

倒
木

 

 ま
だ
尾
根

に
も

出
て

い
な

い
の

に
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
の

出
番

と
な

り
、
こ

の

先
が
思

い
や

ら
れ

る
。

 

４
０

分
程

歩
い

て
小
休
止

、
冷
え
込

ん
で

い
る

が
快

晴
無

風
の
為

、
汗

を

か
き
薄

着
に

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

二
本

目
の

倒
木

処
理

 
 

 
二

つ
岩

手
前

で
小

径
木

処
理

 
 

二
つ

岩
で

休
憩

 
 

 
 

 
 

 



 2 

そ
の

後
、
二

つ
岩

ま
で

チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
で

小
径

木
１

本
処
理

し
た

。
 

 
 

 
 

 

二
つ

岩
を

過
ぎ

て
１

本
目

の
倒

木
処

理
 

 
 

 
 

 
最

大
の

倒
木

を
切

除
 

 

二
つ
岩

を
越
え

て
す

ぐ
に

連
続

し
て

倒
木

が
あ

り
、
最

大
の
物

は
根
返

り

し
て

倒
れ

た
２

０
ｍ

を
超

す
雑

木
で

、
幹

が
７

本
に

分
か

れ
た

大
物

だ
っ

た
。
 

こ
の

木
が

道
を
完

全
に

塞
ぎ

、
上
方

の
根
元

ま
で

高
捲

き
す

る
形

で
踏
み

跡
が
付

い
て

い
た

。
 

 
 

 
 

最
大

の
倒

木
慎

重
に

処
理

、
 

処
理

後
の

登
山

道
確

保
 

太
古

ノ
辻

手
前

で
倒

木
処

理
 

根
元
付
近

に
７

０
㎝
位

の
大
岩

が
木

の
上

に
残

っ
て

い
て

、
落
下

す
る
恐

れ
が

あ
っ

た
た

め
、

太
い
枝

を
切

り
テ
コ

に
し

て
、
二

人
が

か
り

で
落

と
し

た
後

に
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
２

台
で
切
除

。
こ

の
場
所

で
の
切
除

に
約
３

０
分

を

要
し

た
。

そ
の

後
、

太
古

ノ
辻

ま
で

に
も

小
さ

な
倒

木
が

あ
り

、
切
除

し
な

が
ら

１
１

時
に

太
古

ノ
辻

に
到

着
。

 

 
 

 
 

 
 

 
太

古
ノ

辻
で

小
休

止
 

 
 

青
空

に
映

え
る

大
日

岳
 

 し
ば

ら
く
休
憩

し
て

大
日

岳
に
向

か
っ

た
。
１

１
時

半
、
大

日
岳

に
到

着
。

1
1
/3
の

ネ
ッ

ト
写

真
で

は
地
面

に
置

か
れ

て
い

た
大

日
如

来
座

像
は

、
誰

か

に
よ

っ
て

台
座

に
戻

さ
れ

て
い

た
。
傾

い
て

い
た

台
座

も
水

平
に
近

い
状
態

に
な

っ
て

い
て

、
５

人
以

上
の

人
が

作
業

し
た

と
思

わ
れ

る
。

 

大
日

如
来

座
像

は
、
宝
冠

の
右
側

が
折
損

し
て

、
地
面

に
小

さ
な
二

つ
の

パ
ー
ツ

を
発

見
、
頭

上
に
引

っ
か

か
っ

て
い

た
１

０
×

８
㎝

の
部

分
と

合
わ

せ
て
三
パ

ー
ツ

を
回
収

し
た

。
回
収

し
た
宝
冠

の
折
損
部

分
は

小
仲

坊
で
保

管
し

て
い

た
だ

い
た

。
 

そ
の
他

の
損
傷

は
右
手
首

に
２
㎜
程

の
亀
裂

が
認

め
ら

れ
た

。
頭
髪

の
左

側
の
亀
裂

と
顔
面

の
小

さ
な
傷

は
、
今

回
の

転
落

に
よ

る
も

の
か

は
不
明

。

右
腕
肘

の
後
ろ

に
大

き
な
亀
裂

が
あ

っ
た

が
、
錆

び
の
状
態

か
ら

か
な

り
以

前
か

ら
の

も
の

と
思

わ
れ

る
。
光
背

に
損
傷

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。
光
背
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は
三

つ
の
パ

ー
ツ

か
ら
成

り
、

そ
れ
ぞ

れ
が
ビ
ス
止

め
さ

れ
て

い
て

、
中
央

に
盧
舎
那
仏

の
よ

う
な

小
仏

像
が

あ
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

 
 

宝
冠

の
右

側
折

損
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
宝

冠
折

損
パ

ー
ツ

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

顔
面

の
小

さ
な

傷
 

 
 

右
手

首
に

2
㎜

の
亀

裂
 

 
右

肘
部

の
亀

裂
損

傷
( 古

い
) 

 台
座

は
水

平
に
近

い
状
態

に
据
え

ら
れ

て
い

た
が

、
前

後
が
逆

に
置

か
れ

て
い

た
。
台

座
を
正

し
い
位
置

に
す

る
た

め
に

像
を
一
旦

地
上

に
降
ろ

し
た

。
 

台
座
下

の
隙

間
の

あ
る
石
組
み

を
隙

間
の

少
な

い
石
積
み
土

台
に

し
て

、

ほ
ぼ

水
平

に
し

て
３

人
で

台
座

を
回

し
て
正

し
い
位
置

に
置

き
直

し
、
再

び

４
・

５
人

で
持

上
げ

台
座

に
大

日
如

来
座

像
を
嵌

め
込
み
安
置

し
た

。
 

 
 

 
 

 

台
座

下
の

石
積

み
積

み
直

し
 

台
座

水
平

に
石

積
み

修
正

 
据

え
た

像
を

ザ
イ

ル
固

定
 

 大
日

如
来

坐
像

は
、

像
を
降
ろ

し
組
み
直

し
た

の
で

、
坐

像
と

台
座

の
接

合
方
法

が
よ

く
わ

か
っ

た
。

 

台
座

と
坐

像
の
嵌

め
込
み
部

分
は

、
径

６
㎜

く
ら

い
の
ビ
ス
３
カ
所
止

め

て
あ

っ
た

の
だ

が
、

こ
の
ビ
ス

が
腐
食

か
今

回
の
脱

落
で

無
く

な
り

、
座

像

は
台

座
の

上
に

乗
っ

て
い

る
だ

け
の
状
態

だ
っ

た
。

 

そ
の

た
め

坐
像

に
触

る
と

グ
ラ

つ
き

、
再
度

の
転

落
を
防

ぐ
た

め
に

坐
像

下
部

に
８
㎜
ザ
イ
ル
ロ

ー
プ

で
締
付

け
両
側

の
桧

生
立

木
に
固

定
し

て
、
強

風
に

し
ば

ら
く
耐
え

ら
れ

る
様

に
し

て
作

業
を
終
え

た
。

 

大
日

如
来

坐
像

・
台

座
は

、
背

高
さ
約

２
ｍ

、
重

量
約

１
０

０
㎏

と
思

わ

れ
る

。
 

児
嶋

さ
ん

は
、
既
存

の
穴

に
ネ
ジ

を
切

り
直

し
、

ネ
ジ
ボ
ル

ト
締

め
加
工

出
来

る
と

の
こ

と
。
又

、
台

座
下

の
石
組

は
隙

間
も
多

く
、
セ
メ

ン
ト

を
流

し
て

水
平

に
固

め
て
恒
久
処
置

が
、
必
要

と
思

わ
れ

る
が

・
・

・
。
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本
日

の
参

加
者

( 大
日

岳
）

 
 

 
 

 
昼

食
・

児
嶋

カ
フ

ェ
開

店
 

 
 

 
 

山
頂

は
狭

い
の

で
鞍
部

ま
で
下

っ
て
昼
食

。
食

後
、
児

嶋
カ
フ
ェ

も
開
店

し
、

快
晴

で
予

報
よ

り
も
気
温

が
上

が
っ

て
、

上
着

を
着

る
こ

と
な

く
ゆ

っ

く
り
過
ご

せ
た

。
１
３

時
過
ぎ

に
下

山
を

始
め

る
。

 

太
古

ノ
辻

、
二

つ
岩

で
小
休
止

後
、
二

つ
岩

か
ら
閼
伽
坂
尾
根

経
由

と
な

っ
た

。
二

つ
岩

で
休
憩

中
に

合
流

し
た

登
山
客
３

名
が

、
同

行
さ

せ
て
欲

し

い
と
一
緒

に
閼
伽
坂
尾
根
ル

ー
ト

を
下

山
す

る
事

に
な

っ
た

。
 

閼
伽
坂
尾
根
ル

ー
ト

は
、
昨

年
の

１
２

月
以

来
な

の
で

、
ほ
ぼ
一

年
ぶ

り

で
あ

る
。
雪

の
あ

っ
た
冬

と
は
違

っ
て

、
取
付

き
の
下

り
の
鎖

場
は

、
落
葉

で
覆

わ
れ

、
足
元
不
安

定
で
一

人
ず

つ
慎
重

に
降

り
た

。
 

閼
伽
坂
峠

ま
で

に
尾
根

を
妨
げ

る
倒

木
が
数

本
あ

り
２

本
を

チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
で
処
理

し
た

。
小

さ
な

倒
木
や
斜

木
は

、
ノ
コ

で
切
除

し
な

が
ら
順
調

に

歩
く

と
共

に
児

嶋
氏

は
ピ

ン
ク

テ
ー
プ
目
印

を
所
々
付

け
て
下

さ
る

。
 

ヒ
メ
シ
ャ
ラ

小
径

木
が
密

生
す

る
尾
根
辺

り
に

、
熊

の
糞

が
あ

っ
た

。
 

１
５

時
１

５
分

に
閼
伽
坂
峠

に
到

着
し

小
休
止

、
小

仲
坊

へ
と

急
ぎ
下

山
。
 

１
５

時
４

５
分

、
全

員
無

事
に

小
仲

坊
に

到
着

。
五

鬼
助

さ
ん

に
本

日
の

経
過

を
報

告
し

、
そ

れ
ぞ

れ
帰
路

に
つ

い
た

。
 

 
 

 

閼
伽

坂
尾

根
に

も
倒

木
 

 
 

 
仏

生
嶽

の
東

面
 

 
 

ヒ
メ

シ
ャ

ラ
小

径
木

尾
根

道
 

  

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
 

 

小
仲

坊
0
8
;
0
0
→
0
9
:
2
5
二

つ
岩
0
9
:
3
5
→
1
1
:
0
0
太

古
の

辻
1
1
:
1
0
→
1
1
:
3
5

大
日

岳
→
1
2
:
3
0
鞍
部
(
昼
食
)
1
3
:
0
0
→
1
3
:
2
0
太

古
ノ

辻
1
3
:
2
5
→
1
3
:
5
0

二
つ
岩
1
4
:
0
0
→
伽
坂
尾
根

経
由
→
1
5
:
1
5
閼

伽
坂

峠
1
5
:
2
0
 
→
1
5
:
4
5
小

仲
坊
(
解
散
)
1
5
:
5
5
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
(
記

；
梶

野
・

写
真

；
川

島
・

梶
野
)
 


